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調査概要
既存の脱水機を濃縮機としても活用する事により汚泥を10%程度に濃縮し、ユニット化されたコンパクトな横型消化槽で高濃度

消化する技術について、その性能を確認する。

提案技術の革新性等の特徴

【⾰新性】
中⼩規模下⽔処理場にも嫌気性消化⽅式の導
⼊が可能

・⾼濃度化技術
消化槽の必要容量を減ずるため、既設脱⽔機を汚泥
濃縮にも活⽤し、消化槽投⼊汚泥を⾼濃度化する。
・⾼濃度消化技術
横軸パドル式の撹拌機を備えた横型消化槽により、投
⼊汚泥濃度10％の⾼濃度消化を⾏う。
・設備のユニット化
ガスホルダ等付帯設備を予めユニット化し、コンパクト化
を図り、コスト削減と管理動線の集約による維持管理の
軽減を図る。

提案技術の概要

本調査での検討項目

①２段活⽤脱⽔機の安定性の検証
②⾼濃度消化槽での消化効率の検証
③コスト削減効果の検証

コスト削減 中⼩規模処理場の
経営改善に貢献


